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日足地区等フォローアップ部会について 

○「熊野川の総合的な治水対策協議会」の部会として、平成31年3月25日に設立、第一回部会開催 
○日足地区等の対策を早期に完了させるため、国・三重県・和歌山県が連携を図りながら、事業進捗の確認 
 や情報共有などのフォローアップを標準年1回の頻度で実施 

日足地区等フォローアップ部会 
 

（目的） 
  近畿地方整備局、三重県、和歌山県が緊密な連携を   

  図りながら、平成30年台風第20号などの被害を踏ま   
  えた日足地区の輪中堤、田長地区及び和気地区の河 
  道掘削を推進し、早期に事業完成を図ることを目的 
  とする。 

 
（構成員） 
 ・近畿地方整備局 河川部 地域河川調整官 
 ・三重県 県土整備部 河川課長 
 ・和歌山県 県土整備部 河川・下水道局 河川課長 

ひたり 

１ 



第１回日足地区等フォローアップ部会後の検討状況 
ひたり 

２ 

○第１６回熊野川の総合的な治水対策協議会（平成３０年１１月３０日開催）において、 部会の設置を確認。 
 
○平成３１年３月２５日に第１回フォローアップ部会を開催。 
 
 
 
  
○第１回部会では、現在までの事業進捗状況や課題を共有・確認し、部会内で引き続き、 進捗状況のフォ  
 ローアップや課題解消に向けた取組について検討を進めることを確認。 
 
○第１回部会以降、事業者（和歌山県・三重県）において、平成３０年度補正予算を踏まえ、工程等の精査を
行ったところ、事業の１年程度の前倒しが見込まれる。 
 
○日足地区・田長地区（和歌山県）・和気地区（三重県）における今後の予定 
 
 
 
 
 
○引き続き、部会を定期的に開催し、課題の解決に取り組むとともに事業進捗状況の確認を行う。 
 
 

ひたり         たなご                     わけ 

◆日足地区宅地嵩上  ：平成３３年度（令和３年度）完了     → 令和３年出水期までに完了予定 

◆田長地区河道掘削   ：平成３２年度（令和２年度）完了   → 令和１年度完了予定 

◆和気地区河道掘削   ：平成３３年度（令和３年度）完了   → 令和２年度完了予定       

◆部会長 近畿地方整備局 河川部 地域河川調整官 

◆委  員 和歌山県 県土整備部 河川・下水道局 河川課長 

◆委   員  三重県 県土整備部 河川課長 



日足地区等における近年の被害状況と対策について 

田長地区 

河道掘削 

① 

和気地区 

河道掘削 

太地町 

北山村 

日足・田長・和気地区 

○日足地区ではH26～H30の5ヶ年で、４度の家屋浸水被害が発生 

○浸水被害の軽減・解消のため、和気・田長地区では河道掘削、日足地区では宅地嵩上げを実施 

ひたり 

② 

② 

H23.9 紀伊半島大水害 

県道小舟紀宝線 

３ 

熊野川 

日足地区等　被災状況
被災年月日 床上浸水 床下浸水

（戸） （戸）
平成２３年７月 7 14
平成２３年９月 61 14
平成２６年８月 0 3
平成２７年７月 3 0
平成２９年１０月 6 5
平成３０年８月 7 2 H30.8 台風20号 

① 

日足地区 

宅地嵩上げ 

凡例 

H30.8 台風20号 
浸水範囲 



  ひたり 

日足地区における取組状況 

②現地写真 

500m 

 

事業箇所  

 L=400m 

太地町 

北山村 

日足地区 

H30補正 

築堤、仮設道路 

L=260m 

       ～H29 

        H30 

        第1段階（H30補正）              

        第2段階 

        第3段階 

凡例 
赤木川 

熊野川 

４ 



  ひたり 

日足地区の今後のスケジュール 

年度

四半期 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

〇用地買収

〇家屋移転、支障物件移転

〇築堤、道路工、仮設工

〇家屋再建

H３０年度 R１年度 R２年度 R３年度

標 準 断 面 図 

第１段階 第２段階 

第１段階 

第２段階 

ＮＴＴ 

第３段階 

第３段階 

計画高 

現道高 

護岸工 

（課題） 

第２段階以降、埋設物（NTT光ケーブル）の
移設を伴うため、調整を要する。 

仮設道路 

上段：３０補正有 

下段：３０補正無 

仮設道路切替 

前倒し期間 

第１段階 第２段階 第３段階 

R4年度から再建 ※スケジュールについては、予算状況及び残土処分地の調整等により変更が生じる場合があります。 

      ～H29 

       H30 

       H30補正              

       R1 

       R2 

凡例 

５ 

       ～H29 

        H30 

        第1段階（H30補正）              

        第2段階 

        第3段階 

凡例 

約3m嵩上げ 



  たなご 

田長地区における取組状況 

②現地写真 

500m 

 

太地町 

北山村 

田長地区 

事業箇所  

 L=400m 

築堤 

L=260m 

擁壁工 

L=80m 

歩道工 

L=80m 

H30補正 

河道掘削 

Ｖ=18,000m3 

H29 

河道掘削 

Ｖ=22,000m3 

H30 

河道掘削 

Ｖ=10,000m3 

熊野川 

      ～H29 

       H30 

       H30補正              

凡例 

６ 



  たなご 

田長地区の今後のスケジュール 

年度

四半期 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

河道掘削　

H２９年度 H３０年度 R１年度 R２年度

その他、課題等 

(課題等については、別途
自由様式で可) 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

標 準 断 面 図 
（上 流 部） 

A –A’ 

（下 流 部） 

B-B’ 

上段：３０補正有 

下段：３０補正無 

前倒し期間 (22,000m3) (10,000m3) (18,000m3) 

(9,000m3) (9,000m3) (22,000m3) (10,000m3) 

※スケジュールについては、予算状況及び残土処分地の調整等により変更が生じる場合があります。 

      ～H29 

       H30 

       H30補正              

       R1 

       R2 

凡例 

７ 

      ～H29 

       H30 

       H30補正              

凡例 



位置図 

熊野川 

和歌山県側 

三重県側 

     ～H29  

      H30              

      H30補正 

      R1 

             R2 

凡例 

わ け 

三重県（和気地区）における取組状況 

８ 



三重県（和気地区）の今後のスケジュール 

年度

四半期 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

〇H29河道掘削工事

〇H30河道掘削工事

○H30補正河道掘削工事

〇R1河道掘削工事

〇R2河道掘削工事

〇R3河道掘削工事

H３０年度 R１年度 R２年度 R３年度

(V≒9,000m3) 

１．土砂運搬の作業効率 
  県道小船紀宝線（三重県側）の幅員が 
  狭く、大型車で運搬することができない 
  ため、運搬効率が悪い。（4t対応） 
２．工事間の調整 
  車両が輻輳することから、受注者間で 
  工程調整等が必要。 
３．残土処分地の確保 
  近隣での残土処分地確保が困難。 
   

●課 題 
●標準断面図（和気地区） 

※スケジュールについては、予算状況及び残土処分地の調整等により変更が生じる場合があります。 

(V≒13,000m3) 

(V≒10,000m3) 

(V≒15,000m3) 

和歌山県側 三重県側 

わ け 

(V≒3,000m3) 

      ～H29 

       H30 

       H30補正              

       H31 

       H32 

凡例 

(13,000m3) 

(9,000m3) 

(9,000m3) 

(10,000m3) 

前倒し期間 

上段：３０補正有 

下段：３０補正無 

(10,000m3) 

(8,000m3) 

９ 


